
▽
投
票
で
き
る
方　

投
票
日
当
日
ま

で
に
満
18
歳
（
平
成
14
年
７
月
６

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方
）
に
な
る

日
本
国
籍
の
方
で
、
次
の
要
件
を

満
た
し
て
い
る
方

・
あ
き
る
野
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登

録
さ
れ
て
い
る
方

・
令
和
２
年
３
月
17
日
ま
で
に
あ
き

る
野
市
に
転
入
の
届
出
を
し
、
引

き
続
き
あ
き
る
野
市
に
居
住
し
て

い
る
方

▽
都
内
の
区
市
町
村
か
ら
転
入
し
た

方　

令
和
２
年
３
月
18
日
以
後
、

都
内
の
区
市
町
村
か
ら
転
入
の
届

出
を
し
た
方
は
、
転
入
前
の
区
市

町
村
で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。
こ

の
場
合
は
、
市
民
課
窓
口
で
発
行

す
る
「
住
民
票
の
写
し
」（
選
挙

用
は
無
料
）
を
お
持
ち
い
た
だ
く

と
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
で
き
ま
す
。

※
令
和
２
年
３
月
18
日
以
後
に
都
外

か
ら
転
入
し
た
方
は
、
投
票
で
き

ま
せ
ん
。

▽
都
内
の
他
の
区
市
町
村
へ
転
出
し

た
方　

あ
き
る
野
市
の
選
挙
人
名

簿
に
登
録
さ
れ
て
い
る
方
で
、
令

和
２
年
３
月
18
日
以
降
に
都
内
の

他
の
区
市
町
村
へ
転
入
の
届
出
を

し
た
方
は
、
あ
き
る
野
市
で
投
票

し
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
場
合
は
、

転
出
先
の
区
市
町
村
で
無
料
で
発

行
さ
れ
る
、
引
き
続
き
都
内
に
住

所
が
あ
る
こ
と
の
証
明
書
（
住
民

票
の
写
し
な
ど
）
を
お
持
ち
い
た

だ
く
と
ス
ム
ー
ズ
に
投
票
で
き
ま

す
。

※
都
外
へ
転
出
し
た
方
は
、
あ
き
る

野
市
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
方
で
も
投
票
で
き
ま
せ

ん
。

▽
市
内
で
住
所
が
か
わ
っ
た
方　

市

内
で
令
和
２
年
５
月
21
日
以
降
に

転
居
の
届
出
を
し
た
方
は
、
転
居

前
の
住
所
地
の
投
票
所
で
投
票
し

て
く
だ
さ
い
。

▽
代
理
投
票　

体
が
不
自
由
な
た

め
、
ご
自
分
で
投
票
用
紙
に
記
載

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合
は
、

係
員
の
補
助
に
よ
る
代
理
投
票
が

で
き
ま
す
の
で
、
投
票
所
の
係
員

に
申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

▽
期
日
前
投
票　

市
役
所
１
階
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
、
五
日
市
出

張
所
会
議
室
で
行
っ
て
い
ま
す
。

・
日
時
…
７
月
４
日
㈯
ま
で　

午
前

８
時
30
分
～
午
後
８
時

※
投
票
所
入
場
整
理
券
裏
面
の
宣
誓

書
は
自
宅
で
の
記
入
に
ご
協
力
く

だ
さ
い
。

▽
投
票
所
入
場
整
理
券　

投
票
日
に

は
各
自
の
氏
名
を
確
認
し
、
ご
自

身
の
投
票
所
入
場
整
理
券
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。
万
一
、
紛
失
し
た

り
、
届
か
な
か
っ
た
場
合
で
も
、

選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ
て
い
れ

ば
投
票
で
き
る
の
で
、
投
票
所
の

係
員
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

▽
選
挙
当
日
の
投
・
開
票

・
投
票

＊
日
時
…
７
月
５
日
㈰　

午
前
７
時

～
午
後
８
時

＊
場
所
…
市
内
各
投
票
所

・
開
票

＊
日
時
…
７
月
５
日
㈰　

午
後
９
時

か
ら

＊
場
所
…
秋
川
体
育
館

▽
選
挙
当
日
の
問
合
せ　

午
前
10
時

以
降
は
、特
設
電
話
（
☎
５
５
０
・

６
８
８
３
）

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
対
策

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
対
策
と
し
て
、
次
の

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

・
鉛
筆
を
お
持
ち
く
だ
さ
い
（
お
持

ち
で
な
い
方
に
、
消
毒
済
み
鉛
筆

や
使
い
捨
て
鉛
筆
を
用
意
し
て
い

ま
す
）。

・
マ
ス
ク
の
着
用
、
せ
き
エ
チ
ケ
ッ

ト
、
入
場
時
の
手
指
消
毒

・
周
り
の
方
と
の
距
離
を
保
っ
て
く

だ
さ
い
。

問
合
せ
　
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局

　

令
和
２
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税

納
税
通
知
書
は
、
国
民
健
康
保
険
の

被
保
険
者
の
い
る
世
帯
主
に
、
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
額
決
定
通
知

書
・
納
入
通
知
書
は
、
被
保
険
者
全

員
に
、
７
月
上
旬
か
ら
中
旬
ま
で
に

送
付
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
通
知
書

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ

り
、
主
た
る
生
計
維
持
者
の
事
業
収

入
や
給
与
収
入
な
ど
が
一
定
程
度
減

少
し
た
世
帯
は
、国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
が
減
免
さ

れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
減
免
の
申

請
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
相
談
し
て

く
だ
さ
い
。

▽
問
合
せ

・
国
民
健
康
保
険
税
…
保
険
年
金
課

国
民
健
康
保
険
係

・
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
…
保
険

年
金
課
後
期
高
齢
者
医
療
係

▽
対
象　

市
立
の
小
学
校
４
年
生
～

中
学
校
３
年
生

▽
テ
ー
マ
　

・
ご
み
の
分
別
・
リ
サ
イ
ク
ル
を
し

よ
う

・
食
べ
残
し
を
減
ら
そ
う

・
ポ
イ
捨
て
を
や
め
よ
う

▽
規
格　

四
つ
切
（
約
54
セ
ン
チ
㍍

×
38
セ
ン
チ
㍍
）

▽
賞　

最
優
秀
賞
、
優
秀
賞
、
佳
作

※
参
加
賞
あ
り

▽
入
賞
作
品
展
示　

市
役
所
１
階
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ホ
ー
ル
（
11
月
中
予

定
）

▽
そ
の
他
　

・
応
募
作
品
は
手
描
き
と
し
ま
す

（
テ
ー
マ
外
の
作
品
、
立
体
性
の

あ
る
作
品
は
審
査
対
象
外
）。

※
応
募
作
品
は
、
未
発
表
の
オ
リ
ジ

ナ
ル
の
も
の
１
人
１
点
と
し
、
他

の
著
作
権
や
商
標
、
そ
の
他
第
三

者
の
権
利
を
侵
害
し
な
い
も
の
に

限
り
ま
す
（
著
作
権
な
ど
に
問
題

が
生
じ
た
場
合
、
市
で
は
一
切
の

責
任
を
負
い
ま
せ
ん
）。

・
入
賞
作
品
は
、
広
報
あ
き
る
野
へ

の
掲
載
、
展
示
す
る
際
に
氏
名
、

学
校
名
、
学
年
を
掲
載
し
ま
す
。

・
応
募
作
品
の
著
作
権
は
市
に
帰
属

し
、
市
の
発
行
物
な
ど
に
掲
載
す

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

・
入
賞
者
へ
は
、
10
月
下
旬
に
通
知

し
ま
す
。

▽
応
募
方
法　

学
校
か
ら
配
付
さ
れ

る
応
募
用
紙
を
作
品
の
裏
面
（
右

下
）
に
の
り
付
け
の
上
、
９
月
４

日
㈮
ま
で
に
学
校
へ
提
出
し
て
く

だ
さ
い
。

▽
問
合
せ　

生
活
環
境
課
清
掃
・
リ

サ
イ
ク
ル
係

　

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運

動
」
の
強
調
月
間
で
す
。
こ
の
運
動

は
、
全
て
の
国
民
が
、
犯
罪
や
非
行

の
防
止
と
、
あ
や
ま
ち
を
犯
し
た
人

の
立
ち
直
り
に
つ
い
て
理
解
を
深

め
、
力
を
合
わ
せ
て
犯
罪
や
非
行
の

な
い
安
全
で
安
心
な
地
域
社
会
を
築

く
た
め
の
全
国
的
な
運
動
で
す
。
市

で
は
、
保
護
司
の
方
で
構
成
す
る
推

進
委
員
会
で
、
広
報
活
動
な
ど
を
行

い
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

感
染
拡
大
防
止
の
た
め
、
駅
頭
で

の
広
報
活
動
は
中
止
し
ま
す
。

▽
問
合
せ　

福
祉
総
務
課
福
祉
総
務

係
（
直
通
５
１
８
・
７
２
５
０
）

　

保
険
料
の
納
付
が
困
難
な
方
は
、

未
納
の
ま
ま
に
せ
ず
「
国
民
年
金
保

険
料
免
除
・
納
付
猶
予
制
度
」
の
申

請
を
し
て
く
だ
さ
い
。
現
在
、
一
部

免
除
や
失
業
を
理
由
と
し
た
特
例
免

除
（
納
付
猶
予
）
の
承
認
を
受
け
て

い
る
方
で
、
令
和
２
年
度
分
（
７
月

～
令
和
３
年
６
月
分
）
の
免
除
な
ど

を
希
望
す
る
方
は
、
改
め
て
申
請
が

必
要
で
す
（
前
年
度
に
翌
年
度
以
降

の
継
続
審
査
を
希
望
し
、
全
額
免
除

か
納
付
猶
予
が
承
認
さ
れ
た
方
は
申

請
不
要
）。
前
年
所
得
（
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

収
入
の
減
少
を
理
由
と
す
る
臨
時
特

例
申
請
は
、当
年
中
の
所
得
見
込
額
）

を
基
に
日
本
年
金
機
構
が
審
査
し
ま

す
（
表
の
と
お
り)

。
保
険
料
の
未

納
期
間
は
、
申
請
日
の
２
年
１
か
月

前
（
臨
時
特
例
申
請
は
令
和
２
年
２

月
）
ま
で
、
さ
か
の
ぼ
っ
て
申
請
で

き
ま
す
。

※
承
認
を
受
け
た
期
間
の
保
険
料

は
、
過
去
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
、

あ
と
か
ら
納
め
る
こ
と
（
追
納
）

が
で
き
ま
す
。

▽
保
険
料
免
除
制
度　

承
認
さ
れ
る

と
保
険
料
の
全
額
ま
た
は
一
部
が

免
除
さ
れ
ま
す
。

・
審
査
対
象
者
…
本
人
、
世
帯
主
、

配
偶
者

▽
保
険
料
納
付
猶
予
制
度　

承
認
さ

れ
る
と
保
険
料
の
納
付
を
猶
予
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

・
審
査
対
象
者
…
本
人
（
50
歳
未
満

の
方
）、
配
偶
者

▽
持
ち
物　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
が
確
認

で
き
る
書
類
、
本
人
確
認
で
き
る

書
類
（
運
転
免
許
証
な
ど
）
、
年

金
手
帳
、
は
ん
こ

※
失
業
を
理
由
と
し
た
特
例
免
除

（
納
付
猶
予
）
を
申
請
の
方
は
、

雇
用
保
険
被
保
険
者
離
職
票
か
雇

用
保
険
受
給
資
格
者
証
、
公
務
員

の
方
は
退
職
辞
令
（
い
ず
れ
も
コ

ピ
ー
可
）

▽
申
請
・
問
合
せ　

保
険
年
金
課
年

金
係
、
青
梅
年
金
事
務
所
（
☎
０

４
２
８
・
30
・
３
４
１
０
）

表　免除対象となる所得の目安

免除区分

世帯構成

全額免除

納付猶予

一部免除

３／４免除

（１／４納付）

半額免除

（半額納付）

１／４免除

（３／４納付）

単身世帯 ５７万円以下 ９３万円以下 １４１万円以下 １８９万円以下

２人世帯（夫婦のみ） ９２万円以下 １４２万円以下 １９５万円以下 ２４７万円以下

４人世帯

（夫婦、子ども２人）
１６２万円以下 ２３０万円以下 ２８２万円以下 ３３５万円以下

※表は標準的なモデルをもとに計算しています。

※所得の種類や控除額などで、該当しない場合があります。

令
和
元
年
度
東
京
都
入
選
作
品

平
良
華
恋
さ
ん

西
秋
留
小
学
校
５
年（
当
時
）

（3） 令和２年（2020年）７月１日  あきる野市役所　☎（042）558－1111㈹

７
月
５
日
㈰
は
東
京
都
知
事
選
挙
で
す

国
民
健
康
保
険
税
納
税

通
知
書
と
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
額
決
定

通
知
書
・
納
入
通
知
書
を

送
付
し
ま
す

環
境
問
題
啓
発
用

絵
画
ポ
ス
タ
ー
展

作
品
募
集

令
和
２
年
度
国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
・

納
付
猶
予
申
請
の
受
付
を
開
始
し
ま
す

第
70
回

「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

　
　

〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止
し
、

　
　
　

立
ち
直
り
を
支
え
る

地
域
の
チ
カ
ラ
〜


